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庄司先生が亡くなってからどれほど経つたので しょうか。

あれから全面研は事実上止まって しまいま した。

先生がいないのに、全面教育学研究会を運営 している、不思議な感覚です。

先生がいない会は、回を追 うごとに参カロ人数が減つてきていました。

それは当然のことかもしれません。

最後の 10月 15日 は 5人。

人間ばつか り主義では寂しい と言つたス ミレが頭をよぎります。   一

先生は、自分の学問を作 りなさい、と折あるごとに言いました。

それは全面研の解散を意味するとは思いません。

全面教育学を、混迷の現代 と対峙 させることもなく消 し去っていいとも思えません。

あの偲ぶ会の先生の肉声が言つていま した。
「公教育を批判できるのは全面研 しかいない」 と。

成城の民間教育理論を超えたところに庄司先生は立ちはだかっていました。

権力の背後にある得体の知れない影のようなもの。個性尊重 といいなが らの全体主義…。

先生は、そ うい うものに与 しない存在で した。

先生の最後の全面研での遺言は柳田教育学研究の充実で した。
「全面教育学から柳田研究をなくして しまえば空洞化 して しま う」 と。
F誰 が全面教育学を継承してくれないかなという思い下蕩τ

「

こ

自分の学問を作ろうとするメンバーの結集がなければ実現 しないと思います。

先 日ことわざ文化学会から創作ことわざの原稿依頼が私 (全面研)に あ りました。

来春、発行 される書籍に入れる小学校教員向けの創作ことわざ作 りのノウハ ウの依頼で した。

全面研の看板を下ろすのは時期尚早かな、と思いました。

ことわざ教育論、認識論、死の教育、柳 田教育研究…

全面研が展開する様々な研究テーマは、みな

庄司先生 とい う大樹が放つた花だつたのかもしれません。

我々が抱いている小 さな種は、集まつて咲かせないと再び花開かないのではないで しょうか。

各テーマごとのブックレッ ト編集 とい う腹案があったのですが賛同者がなく頓挫。

そこで、全面研のホームページを存続 させ、そこを “クラウ ド研究会"と したい と考えま した。

今後 も

全面研 とい う花の種子を持っている皆 さん、実践記録や研究成果をこの全面研にお寄せ ください。

この “クラウ ド研究会"を今後の全面研の窓 口としたいと思います。

事務局運営者 とはいえ、

全面研の末席にいた私がこのような提案を勝手に していいのかいささか疑間です。

どなたか手を上げて下されば、そのときは潔 くバ トンをお渡 しします。

先生は、篠原 さんのレポー トの際に「50年後に全面研の研究は再び評価 される」と断言 しま した。

全面研 を砂に埋 もれた考古学的ながれ きにさせないよう、ネ ッ ト上で ささやかに継続 させていき



たいと思います。

先生が言い残 した 「誰か全面教育学を継承 してくれないかなとい う思いがある」。

を誰が全面教育学を継承 して くれるのか見極めるまでホームページは存続 させ ようとホームペー

ジ運営者の尾崎 さんとも話 しま した。

庄司先生の奥様か らも熱いお気持ちの支援のことばが事務局にあ りました。

ご意見があれば遠慮なくご連絡 ください。

《全面研今後の活動》
。庄司家での先生の書籍および研究資料の整理

担当 :小田、武 田ほか         ―

参加希望の方は直接小田さんに連絡 してください。

1月 から 3月 の間に行 う予定です。

・追悼集の頒布

残部寡少ですが,1部 3′000円 で頒布 してお ります。小 田さんが自費で賄っているため

カンパの意味も込めてメンバーの方一人一冊ご購入願います。

・ホームページ上での運営・管理。

以上です。

事務局 徳永 忠雄


